第25回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール

総評　審査委員長　福原　和則（大阪工業大学 工学部 空間デザイン学科 教授）
　本年度は、昨年を大幅に上回る多数のご応募をいただきました。今年度の課題は住宅という、より身近な用途であったことに加えて、実現することを前提としている本コンクールの価値をご理解いただけた結果であると手応えを感じています。

工業高校の部、専修学校等の部の其々に、優れた作品がありました。特に入賞作品は室配置や使い勝手という点において優れていることに加えて、空間特性やデザインという点においてもオリジナルな提案を含むレベルの高いものです。特に専修学校等の部に完成度の高いものが目立ちました。

一方で機能性や管理性という点においては少し課題が残りますが、アイデアが斬新で審査員を引き付ける案は、より学生らしい伸びしろのある案です。これらの案は佳作や奨励賞として表彰していますが、もっと冒険をしてもよいと思います。実は審査員は若者らしい挑戦的な案がもっと増えることをひそかに期待しています。

　最後になりますが、本紙面を拝借して、入賞された皆様へのお祝いと、このコンクールに作品を提出された皆様、そしてそのご指導に当たられた先生方のご努力に対する御礼を申し上げる次第です。
栗山 匠 作品（グランプリ）
セミパブリック空間とプライベート空間の分離、防犯、採光など、基本的な条件を満たしている上、まちなみとの調和、親しみやすいデザインなど周辺環境もよく配慮した、バランスのとれた総合的に優れた作品。
西岡 真樹 作品（優秀作品賞）
動線的に使い易い間取りであり、１階洋室はアプローチとテラスに挟まれたリラックス空間が形成されている。ただ、トイレが１階にしか設置されておらず、２階寝室からの動線距離の長さが気になる。外観は親しみやすいデザインである。
安岡 三四郎 作品（佳作）
明快なゾーニング、プライバシー空間の大バルコニーがよい。断面構成に特徴があるが、大バルコニーの下の空間、リビング上部の空間に無駄な空間がある。リビングの上も勾配天井にするのが良いのではないか。
児島 剛 作品（佳作）

1階部分を分棟とすることで、プライベートとパブリックを明快に分けるとともに、エントランスに明るさ、軽やかさをもたらしている。トイレをパブリックの棟に設けなかった点が惜しい。
中島 智子 作品（奨励賞）

各室がバルコニーやテラスに面した癒し空間として有効である。トイレが上下階にあり、平面的にも使い易いコンパクトな間取りで機能的である。
車塚 千穂 作品（準グランプリ）

建築デザイン的に優れた案。街に開かれた、アプローチ空間への光の取り入れ方は洗練されており、魅力的。２階でのトイレの確保など、実際の運用方法を考慮すると、わずかにグランプリに及ばなかった。

松葉 巧・山本 剛大・山田 好乃 
作品（優秀作品賞）

町家をモチーフにした、わかり易く親しみやすいデザインで良くまとまっている。通り庭に沿って洋室を配している点も使いやすい。藤棚、緑の庇等で「癒し」を表現した事も評価できる。

中野 裕亮 作品（佳作）
大きなバルコニーが魅力的で、癒し空間として好感が持てる住宅。ただ、そのことが、ダイニングや廊下など内部空間のゆとりを奪っている点が残念であった。
高梨 和也 作品（奨励賞）
洋室の配置と分割利用等、設計条件を満足しない点もあるが、ユニークなセミパブリック空間を始め、フリースペースや読書スペースなど、さまざまな「仕掛け」を施したアイデアを評価した。
日高　洋介　作品（奨励賞）
3つの癒し空間をうまく配置し、動線も的確である。道路側の1階を大胆にガラス張りとしたが、玄関から階段に向かって歩く為の空間なので問題ないと判断した。外観デザインのシンプルな美しさが評価できる。
